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一部改正

• 前回：平成30年一部改正（平成30年
4月1日施行）

• 今回：令和2年一部改正（令和3年4

月1日施行）



平成30年一部改正

• 教室等の環境に係る学校環境衛生基準関係

• (1) 温度の基準について望ましい温度の基準
を「１７℃以上、２８℃以下」に見直し。

• (2) 温度、相対湿度及び気流の検査方法に
ついて最低限必要な測定器の精度を示すよ
う見直し。



平成30年一部改正

• (3) 浮遊粉じんの検査方法について検査の
結果が著しく基準値を下回る場合には、以後
教室等の環境に変化が認められない限り、
次回からの検査について省略することができ
る規定を設けた。

• (4) 照度の基準について近年、普通教室に
おいてもコンピュータを利用する授業が行わ
れていることを踏まえ、規定を見直したこと。



平成30年一部改正

• 飲料水等の水質及び施設・設備に係る学校
環境衛生基準関係

• 有機物等の検査項目から「過マンガン酸カリ
ウム消費量」を削除し、「有機物 （全有機炭素
（ＴＯＣ）の量）」のみとした。



平成30年一部改正

• 学校の清潔、ネズミ、衛生害虫等及び教室等
の備品の管理に係る学校環境衛生

• 基準関係検査項目から、「机、いすの高さ」を
削除したこと。



平成30年一部改正

• 水泳プールに係る学校環境衛生基準関係

• 総トリハロメタンの検査について、プール水を
１週間に１回以上全換水する場合は、検査を
省略することができる規定を設けた。



平成30年一部改正 留意事項

• 温熱環境は、温度、相対湿度、気流や個人
の温冷感等により影響されやすいものであ

ることから、教室等の環境の維持に当たって
は、温度のみで判断せず、その他の環境条

件及び児童生徒等の健康状態を観察した上
で判断し、衣服による温度調節も含め適切な
措置を講ずること。



平成30年一部改正 留意事項

• 浮遊粉じんの検査について教室等の環境の

変化とは、浮遊粉じんが生じ得るような教室
内外の環境の変化をいい、変化が認められ
る場合は、検査を行う必要がある。



平成30年一部改正 留意事項

• 机、いすの高さについては、毎学年１回定期
に適合状況を調べるより、児童生徒等の成

長に合わせ、日常的に個別対応する方が適
切であることから、本基準の検査項目から削
除したものである。



令和2年一部改正

•令和3年4月1日施行



令和2年一部改正

• キシレンの基準値を

• 870 ㎍/㎥（0.20ppm）から

• 200 ㎍/㎥（0.05ppm）に見直した。



改定の経緯

• 「室内空気中化学物質の室内濃度指針値に
ついて」（平成 31 年１月 17 日 厚生労働省
医薬・生活衛生局長通知）において、

• キシレンの指針値が 870 ㎍/㎥（0.20ppm）か
ら 200 ㎍/㎥（0.05ppm）に改定されたことを踏
まえ、

• 学校環境衛生基準におけるキシレンの基準
値の改定が行われた。





キシレン

• キシレンは接着剤や塗料の溶剤及び希釈剤
として用いられる揮発性有機化合物の一つ

• 不快な刺激や臭気を感じ、状況によってシッ
クハウス症候群の発生要因になるとされて
いる。

• 学校においては、机、いす、棚などの備品、
学習に関わる塗料、油性ペン、接着剤、ホワ
イトボードマーカー、床ワックスなどから放散
される可能性がある。



「室内空気中化学物質の室内濃度指
針値について」

• キシレンについては、最新の国内外の評価
機関における評価結果を考慮して、ヒトにお
ける長期間曝露の疫学研究に関する知見か
ら、

• 室内濃度指針値を870μg／m3(0.20ppm)から
200μg／m3(0.05ppm)とする改定案を示した。



キシレン

• o―キシレン、m―キシレン及びp―キシレンの
3種の構造異性体が存在し、多くの場合、こ
れらは混合物として市販されている



キシレン

• 遺伝子傷害性︓陰性

• 発がん性：陰性

• 一般毒性：あり（500ppm以上？）

• 生殖発生毒性：あり（100ppm以上？）












